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1　は　じ　め　に

近年水田利用再編対策において，水田にも作付可能な転

換作物として，ハトムギに関心が寄せられている。

ハトムギは，イネ科キビ亜科の一年生草木で，トウモロ

コシに近縁と考えられている。

東南アジアでは，トウモロコシが導入されるまで，米の

代用食料として重要な作物であったが，陸稲やトウモロコ

シに押されて現在の栽培面積はさほど大きくないといわれ

ている。

ハトム半は，日本では従来から薬用，茶，健康を志した

食品，飼料等を中心に国内需要が約1万tといわれ，その

約9割をタイ，中国等からの輸入に頼ってきた。

最近では需要も増加し，国産ハトムギ食品開発協議会の

発足などと相侯って，味噌，納豆，焼酎．乾麺，パン，ビ

スケット，お茶等の試作が行われており，一部は市販もさ

れるようになってきた。

食品素材としてのハトム半の長所としては，古くからハ

トムギ茶や漢方薬として親しまれてきたこと，穀類として

は蛋白質．脂質の含有量が多いという点があげられる。一

方問題点としては米及び小麦に比較して，外皮が硬く，剥

皮，粉砕等に時間がかかり．また独特のえぐ味などがある

と指摘されている。

そこでわれわれは．ハトムギの食品への利用加工を検討

するに当たり，現在当センターで栽培に供試している7系

続について，その性状，抱精歩合．白皮，子実の成分組成

について調査したので報告する。

2　試　験　方　法

1）試験に供した系統

宮城在来，中里在来，岡山在来，徳田在来，黒田在来，

武生，TS系の7系統で当センター水田圃場で，昭和58年

に栽培，収穫したものを供試した。

2）調査方法

硬度：木星式穀物硬度計

穐楕歩合：SATAKE GRAIN TESTING MILL

で2分間処理

白虎：鴇精歩合を調査した試料を30メッシュに粉砕し

たものをKett．C－2型白皮計で測定

子実の分析：抱精後30メッシュに粉砕した試料を食品

」投分析法によった。

3　試　験　結　果

殻実ヱ垂については表1に示すとおり中里在来が522g

と最も高く．次いで501タの岡山在来．470タの宮城在来

となった。また簸実百校重では，中里在来が11．7タと最も

高く，以下宮城在来．岡山在来となり，ほぼ∠垂と同一傾

向となった。

子実歩止りは表1に示すとおり，宮城在来が62％と高く

以下岡山在来，徳田在来，中里在来の順であった。

喪1　ハトムギの性状（日額実子実∠垂及び百校垂

ゝ 聖
系　　 統

殻 実 ∠垂 穀 実 百 位 重 子 実 ∠重 子 実 百 拉 垂 子 実 歩 止 り 白　　 虎

（ダ） （の （タ） （タ） （％） （％）

1 宮 城 在 来 4 7 0 ．0 10 ．8 6 9 7 ．3 7．1 6 2．3 7 1．2

2 中 里 在 来 5 2 2．0 1 1，7 6 6 5 ．3 6 ．3 5 7．2 6 7 ．3

3 岡 山 在 来 5 0 1．0 10 ．5 7 13 ．2 6 ．7 5 9．9 6 7 ．3

4 徳 田 在 来 4 23 ．0 1 0．2 6 5 2 ．3 6 ．2 59 ．5 7 3 ．6

5 黒 石 在 来 4 40 ．0 9．2 6 4 9 ．3 4 ．6 5 2．7 6 4 ．6

6 武　　　 生 4 63 ．0 10 ．2 6 4 0 ．7 5 ．4 54 ．3 6 4 ．1

7 T S 4 2 7．8 8 ．3 ．6 4 0 ．7 4 ．7 5 3．0 6 5．0

また1枚の大きさをみると表2に示すとおり，薇実では

徳田在来が比較的大きく，次いで黒石在来，岡山在来であ

り，子実では各系統に顕著な差はないが，宮城在来，中里

在来が比較的子実粒が大きい。

子実の撮精歩合は表2に示したとおり90％台にあるが，

岡山在来と中里在来で．他の系統より比較的高い傾向とな

った。

また恵美の硬度をみると，TS系，黒石在来が比較的硬
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表2　ハトム半の性状（2億実子実の大きさと硬度及び子実の損椅歩合

系　 統
殻　　　　　 実 子　　　　　　　　　 実

長　 さ 幅 長　 さ 幅 み ぞ幅 抱精歩合
（mm） （間） （徹） （徹） （m ） （％）

薇 実

宮 城 在 来 8 ．9 5 ．1 5 ．70 4 ．7 0 2．8 0 8 6 ．4 1 ．4

中 里 在 来 9 ．3 5 ．1 5 ．5 4 4 ．7 0 2．10 90 ，7 2 ．4

岡 山 在 来 9 ．5 5 ．4 5 ．5 0 4 ．7 0 2 ．2 3 9 1 ．5 2 ．5

徳 田 在 来 1 1．0 5 ．5 5 ．6 8 4．4 0 1．8 0 さ2 ．0 1．9 6

黒 石 在 来 10 ．1 5 ．2 5．6 5 4 ．5 0 2 ．0 3 日 ．9 3 ．0 0

武　　　 生 10 ．0 5 ．0 5．5 5 4 ．6 5 1 ．7 8 8 ＄．2 2 ．6 8

T S 10 ．1 5 ．1 5．18 4 ．4 0 1 ．9 8 8 8 ．7 3 ．4 0
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表3　精白子実の成分組成

系　 統
水　 分 全 室 素 粗 脂 肪 全　 糖 粗 灰 分 燐 カル シ ウム カ リ ウ ム マクネ シュウム

（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1 宮 城 在 来 1 1．2 6
2 ．5 8 3．7 0 6 9．5 5 1．0 0 0 ．3 1 0 ．0 8 0 ．2 5 0 ．2 2

（2．9 1 ） （4．2 0 ） （7 8 ．3 2 ） （1．13 ） （0．3 5 ） （0．0 9 ） （0 ．28 ） （0 ．2 5 ）

2 中 里 在 来 1 1．0 6
2 ．71 5．5 3 6 3 ．8 1 1 ．0 0 0 ．2 7 0 ．0 6 0 ．18 0 ．2 0

（3 ．0 5 ） （6．2 2 ） （7 1 ．7 4 ） （1．12 ） （0．3 0 ） （0．0 7 ） （0 ．2 0 ） （0 ．2 2 ）

3 岡 山 在 来 1 1．12
2．2 4 4 ．17 6 5，8 1 1．0 0 0 ．2 9 0 ．12 0 ．2 3 0 ．2 2

（2．5 2 ） （4．6 9 ） （7 4 ．0 4 ） （1．13 ） （0．3 3 ） （0．13 ） （0 ．2 5 ） （0 ．2 5 ）

4 徳 田 在 来 1 1．3 2
2．5 1 4 ．0 0 6 6 ．4 4 1 ．4 3 0 ．3 4 0 ．0 8 0 ．2 8 0 ．2 5

（2．8 3 ） （4．5 1） （7 4 ．94 ） （1．6 1） （0．3 8 ） （0．0 9 ） （0 ．3 2 ） （0 ．2 8 ）

5 黒 石 在 来 10 ．4 7
2．9 6 3．8 0 6 7，2 3 1 ．8 0 0 ．4 1 0 ．10 0 ．3 4 0 ．2 7

（3．3 1） （4．2 4 ） （7 5 ．10 ） （2．0 1） （0．4 6 ） （0．1 1 ） （0．3 8 ） （0．3 0 ）

6 武　　 生 10 ．8 4
2．8 5 4 ．0 4 6 4 ．2 6 1 ．4 1 0 ．35 0 ．0 5 0 ．2 6 0 ．2 6

（3．2 0 ） （4．5 3 ） （7 2 ．0 7 ） （1．5 8 ） （0．39 ） （0．0 ‘） （0 ．2 9 ） （0．2 9 ）

7 T S 10 ．8 0
2．8 1 3 ．8 4 6 5 ．6 9 1 ．5 4 0 ．3 5 0 ．0 5 0 ．28 0 ．2 6

（3．15 ） （4．3 1） （73 ．6 5 ） （1．73 ） （0．3 9 ） （0．06 ） （0．3 1 ） （0．2 9 ）

注．（）は乾物換算

く中里，岡山在来が中位で宮城在来が最も軟らかであった。　続は71～75％とはぼ同等の値であった。

しかし，子実の硬さでは殻実の硬さとは傾向を異にして

おり，各系統ともはば同等な値となった。

粉末にした場合の白度については表2に示したとおり，

徳田在来が73．6％の宮城在来，67％の中里在来，岡山在来

の順であった。

楕白子実の主要成分については表3に示すように乾物に

換算した値で比較してみると，全窒素では黒石，武生．TS，

中里在来が3％台で比較的高く，粗脂肪では中里在来が6

％と最も高かった。他の系統は4％台であった。

全塘（糖質）では．宮城在来が78％と比較的高く他の系

4　ま　　と　　め

この調査結果から，中里在来が全窒素，粗脂肪が比較的

高く，蛋白，脂肪型の系統であり，宮城在来においては，

全窒素が低く，糖質型の系統であることが認められた。

尚昭和58年産ハトムギは，気象的要因によって比較的低

収の年であり，これらの要因が性状．成分にも多少の影響

を及ぼしておるものと思われるので，多収の年である昭和

59年度産でも検討中である。
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